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村
で
は
、
西
郷
村
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
行
政
改
革
推
進

本
部
会
議
を
開
き
、「
第
四
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。　

今
後
は
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
行
く
予

定
で
す
。

　

第
四
次
行
政
改
革
で
取
り
組
む
基
本
的
な
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。　

 　
　

第
一
課
題　

村
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

 　
　

第
二
課
題　

役
場
の
あ
り
方

 　
　

第
三
課
題　

人
材
育
成
と
人
材
開
発

 　
　

第
四
課
題　

村
の
財
政
の
あ
り
方

 　
　

第
五
課
題　

協
働
の
村
づ
く
り

平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
に
お
い
て
推
進

　

当
村
の
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成

十
七
年
度
ま
で
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。し
か
し
、国
、

地
方
と
も
財
政
は
危
機
的
な
状
況

に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。

全
体
と
し
て
地
方
財
政
は
、
中
期

的
に
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の

改
革
は
、
市
町
村
に
お
け
る
行
政

上
の
権
限
拡
大
と
合
わ
せ
て
、
各

市
町
村
「
自
立
と
自
律
」
を
強
く

求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

西
郷
村
の
将
来
は
も
と
よ
り
、

周
辺
市
町
村
と
の
今
後
の
関
係
を

考
え
て
も
、「
自
立
の
村
」
と
し
て

の
し
っ
か
り
と
し
た
展
望
を
示
す

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
高

度
化
・
多
様
化
な
ど
社
会
経
済
状

況
の
変
化
に
よ
り
適
切
な
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

村
の
良
い
と
こ
ろ
に
は
積
極
的
に

財
源
を
投
資
し
、
重
点
的
な
展
開

を
図
り
な
が
ら
無
駄
を
省
き
、
さ

ら
な
る
発
展
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
運
営

全
般
に
つ
い
て
不
断
の
点
検
を
行

い
つ
つ
、
従
来
の
行
政
改
革
大
綱

の
見
直
し
に
よ
り
、
新
た
な
行
政

改
革
推
進
の
た
め
、「
第
四
次
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
後
、「
西
郷
村
行
政
改
革
実

施
計
画
」
を
策
定
し
、
着
実
な
改

革
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
策
定

行
政
改
革
大
綱
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

（
１
）
理
念

　

村
民
と
行
政
が
協
働
し
て
活
力

に
満
ち
た
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
の

た
め
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

 （
２
）
財
政
健
全
化
目
標

　

歳
出
構
造
の
改
革
に
よ
り
、
特

に
経
常
的
経
費
の
削
減
を
目
指
し

ま
す
。

 （
３
）
将
来
像

①　

村
の
将
来
像

　

当
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
、
地
理

的
優
位
性
を
利
活
用
し
、　

財
政

基
盤
の
確
立
、
及
び
村
民
と
行
政

が
協
働
し
て
活
力
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
構
造
改

革
を
進
め
ま
す
。

②　

役
場
の
将
来
像

○
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供

・ 

村
民
の
満
足
度
を
高
め
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
徹
底
し
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
な
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
の
経
営
的
感
覚
を

導
入
し
、
適
切
な
行
政
運
営
及
び

改
革
を
図
り
ま
す
。

〇
村
民
協
働
の
推
進

・ 

村
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
基
本
と
し
、
村
民
参
画
の

仕
組
み
を
推
進
し
、
情
報
の
提
供

な
ど
を
図
り
、
公
正
で
透
明
な
村

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

○
政
策
の
ス
リ
ム
化
と
健
全
財
政

の
実
現

 

・ 

村
民
と
行
政
の
原
則
的
な
役

割
分
担
等
に
つ
い
て
の
見
直
し
を

行
い
、
民
間
活
力
の
利
活
用
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
が
行
う
べ
き
事
務

事
業
等
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
に
投
資
し
、
政
策

を
ス
リ
ム
化
す
る
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。

基
本
方
向
に
つ
い
て

　

総
務
省
は
、
平
成
十
七
年

三
月
に
「
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め

の
新
た
な
指
針
の
策
定
に
つ
い

て
」
に
お
い
て
地
方
行
政
改
革

の
新
た
な
指
針
を
示
す
と
と
も

に
、
市
町
村
に
対
し
て
も
「
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
平
成
十
七

年
度
中
の
策
定
及
び
公
表
に
つ

い
て
求
め
て
い
る
た
め
「
西
郷

村
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定

集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定

し
ま
し
た
。

  

こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
、
民

間
委
託
の
推
進
、
定
員
管
理
の

適
正
化
、
手
当
の
総
点
検
を
は

じ
め
と
す
る
給
与
の
適
正
化
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
経

費
節
減
等
の
財
政
効
果
に
つ
い

て
、
平
成
十
七
年
度
を
起
点
に

お
お
む
ね
平
成
二
十
一
年
度
ま

で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
住

Ⅰ　事務事業の再編・整理、廃止・統合について
　１．事務事業の再編・整理等の目標
　２．事務事業の再編・整理等を行う際のスキーム
Ⅱ　民間委託等の推進について（指定管理者制度の活用を含む）
　１．公の施設についてのスキーム、基本的な考え方、取組目標
　２．公の施設以外の施設についての取組目標
　３．その他の事務についての取組目標
Ⅲ　定員管理・給与の適正化について
　○定員管理の適正化関係
　　１．平成 17 年度４月１日から平成 22 年４月１日までの定員管
　　　理の数値目標
　　２．平成 11 年４月１日から平成 16 年４月１日までの純減実績
　　３．定員管理計画の見直し状況
　○給与の適正化関係
Ⅳ　第三セクターの見直しについて
　○既存法人の見直し
　　１．第三セクターの統廃合・整理等の見直しに関する総合的な指
　　　針・計画の策定
　　２．第三セクターの統廃合・整理等の見直しの実施予定
　○監査・点検評価・情報公開の体制等
　　１．監査及び点検評価の実施状況と今後の整備目標
　　２．情報公開実施状況及び取組目標
　○第三セクターの役職員と給与の見直し
　　１．役職員の削減計画の有無
　　２．今後の給与の見直し計画
Ⅴ　経費節減等の財政効果について
　○経費節減等の財政効果（歳入・歳出関係）
　　１．歳入の見直し
　　２．人件費の削減
　　３．組織の統廃合
　　４．民間委託による事務事業費の削減
　　５．施設等維持費の見直し
　　６．補助金等の整理合理化
　　７．投資的経費の見直し
　　８．内部管理経費の見直し
　　９．その他事務事業の整理合理化
Ⅵ　地方公営企業について
　○経営改革の推進（事務事業の再編、整理、廃止、統合、民間委託）
　○定員管理・給与の適正化
　○経費節減の財政効果

民
に
わ
か
り
や
す
く
明
示
し
た

計
画
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
目

標
の
数
値
化
や
具
体
的
か
つ
住

民
に
わ
か
り
や
す
い
指
標
等
を

示
し
、
特
に
、
定
員
管
理
適
正

化
計
画
に
つ
い
て
は
、
退
職
者

数
及
び
採
用
者
数
の
見
込
を
明

示
し
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
に
お
け
る
明
確
な
数
値
目
標

を
掲
げ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。　

集中改革プランの主たる内容

☆詳細については、村ホームページで公表します。 　http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/

　第１課題　村民サービスのあり方

村民サービスの質の向上

行政サービス・業務の見直し

サービス供給の改善

アウトソーシングの推進　　　　　　　　

第２課題　役場のあり方

行政評価の導入

行政組織の見直し

定員管理の適正化

人事・給与制度の見直し

職員の能力向上

電子自治体化の推進

公共施設の適正配置及び管理運営の見直し

外郭団体の実態と検証

危機管理体制の整備

入札契約制度の見直し

　
第３課題　人材育成と人材開発

職員研修の充実と地域を担う人材の育成

　
第４課題  村の財政のあり方

収入の拡大

支出の見直し

経常的経費の削減

補助金の見直し及び施策的事業の見直し

予算編成過程の改革

経営的視点の導入

財政状況の公開及び予算編成

　第５課題　協働の村づくり

情報の提供

村民参画の推進とＮＰＯ等の育成支援

大
綱
の
概
要
（
具
体
的
取
り
組
み
項
目
）
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下
水
道
は
、
日
常
生
活
に
よ
り
汚
れ
た
水
を
浄
化
し
て
、

河
川
や
海
な
ど
の
公
共
用
水
域
に
戻
す
と
い
う
水
環
境
保
全

上
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
を
図
り
、
快

適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
実
現
や
、
良
好
な
水
環
境
の

さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

排
水
設
備
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　

平
成
十
六
年
度
末
現
在
の
西
郷
村
の
公

共
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
六
十
八
・
五
％
で

あ
り
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
水
洗
化
率
は

六
十
一
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

目
標
に
し
て
い
る
水
洗
化
率
に
達
し
て
い
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

水
洗
化
等
の
遅
れ
は
、
使
用
料
収
入
の
減

収
に
も
つ
な
が
る
た
め
、
下
水
道
財
政
を
圧

迫
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
も
な
り
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
に
は
、「
排
水
設
備

の
工
事
」
が
必
要
と
な
り
、
使
用
料
も
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
使
用
料
は
、

処
理
場
の
運
転
、
下
水
道
管
路
の
清
掃
や
補

修
な
ど
の
維
持
管
理
費
の
一
部
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。

　

よ
っ
て
施
設
機
器
の
効
率
的
な
運
営
を

す
る
た
め
に
は
、
水
洗
化
等
の
早
期
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
と
し
て
も
、
な
お
一
層
水

洗
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
だ
、
下
水
道
に

接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
接

続
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

汚
水
を
衛
生
的
に
処
理
す
る
の
で
、
蚊
や

ハ
エ
の
発
生
を
防
止
し
、
伝
染
病
の
予
防
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
が

可
能
に
な
る
の
で
、
悪
臭
の
発
生
源
と
な
る

汲
み
取
り
便
所
や
側
溝
か
ら
の
臭
気
も
な
く

な
り
、
い
つ
も
き
れ
い
な
地
域
環
境
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
雑
排
水
（
台
所
・
風
呂

な
ど
）
が
直
接
側
溝
に
流
れ
込
ま
な
い
の
で
、

水
路
や
川
が
き
れ
い
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
汲
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
式
ト
イ
レ

は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら
、
三
年
以
内
に
下

水
道
に
直
接
流
す
こ
と
が
で
き
る
水
洗
ト
イ

レ
に
改
造
す
る
こ
と
が
下
水
道
法
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事
業
（
農
村
下
水

道
）
の
場
合
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り
一
日
も

早
い
接
続
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
い
う
下

水
道
の
目
的
か
ら
も
で
き
る
限
り
早
く
、
排

水
設
備
の
設
置
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
お
願

い
し
ま
す
。

快
適
な
住
環
境
実
現
の
た
め
に

早
く
接
続
し
ま
し
ょ
う

源流の里 きれいな川も 一滴の水から
　

排
水
設
備
の
工
事
を
す
る
と
き
は
、
村

が
指
定
し
た
「
工
事
指
定
店
」
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
水
洗
化
な
ど
排
水
設
備
工
事

は
、
一
定
の
技
術
水
準
で
正
し
く
行
わ
れ
な

い
と
、
詰
ま
っ
た
り
故
障
の
原
因
と
な
り
、

下
水
道
施
設
の
機
能
に
も
悪
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
に

必
要
な
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
も
っ
た
技

術
者
を
登
録
し
、
そ
の
技
術
者
の
い
る
工
事

店
を
「
工
事
指
定
店
」
と
し
、「
工
事
指
定
店
」

以
外
で
は
排
水
設
備
等
の
工
事
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
は
、
直
接

「
工
事
指
定
店
」
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
指
定
業
者
は
、
工
事
着
工
か
ら
完
成

ま
で
、
書
類
の
作
成
等
一
切
の
事
務
を
代
行

し
て
行
い
ま
す
。
工
事
指
定
店
名
簿
は
、
役

場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
電
子
村
役
場
↓
下
水

道
課
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
業
者
と
工
事
の
施
工
方
法
、

費
用
、
支
払
い
条
件
な
ど
に
つ
い
て
十
分
に

打
合
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※排水設備とは……
　排水設備は、下水が下水処理場
まで旅をする出発点で、さらに台
所、風呂場、洗面所、水洗トイレ
などの排水口が源流箇所となりま
す。
　この設備は、個人（土地所有者、
住んでいる個人や企業など）が、
敷地内に設けるものです。
　また、これらの維持管理も個人
が行います。

　村では、排水設備等に関する一般業者へ点検・清掃の要請は行っておりません。事情により業者を使って
配水管の清掃を行いたい場合は、排水設備を工事した指定業者にご相談下さい。

■
問
合
せ

　
　

下
水
道
課　

施
設
管
理
係

　

☎
２
５
│
２
９
１
２

　

村
で
は
、
水
洗
便
所
に
改
造
し
よ
う
と
す
る
場
合
（
既

に
水
洗
便
所
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
排
水
設
備
工
事
も
含

み
ま
す
）、
資
金
の
融
資
斡
旋
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
融
資
額　
　

四
十
万
円
以
内　

一
世
帯
一
件

　
　
　
　
　
　

※
複
数
の
改
造
の
場
合
は
二
件
分　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
八
十
万
円
以
内　

利
子　
　
　

無
利
子
（
村
が
全
額
負
担
し
ま
す
）

融
資
条
件　

西
郷
村
に
居
住
し
連
帯
保
証
人
一
人
を
有
す

　
　
　
　
　

る
方

償
還
方
法　

融
資
し
た
翌
月
か
ら
四
十
ヶ
月
以
内
の
元
利

　
　
　
　
　

均
等
償
還

融
資
対
象　

①
水
洗
便
所
の
利
用
で
き
る
区
域
の
建
物
の

　
　
　
　
　
　

所
有
者
又
は
、
占
有
者
（
建
築
物
の
所
有

　
　
　
　
　
　

者
の
同
意
を
得
た
場
合
に
限
る
）
で
水
洗

　
　
　
　
　
　

便
所
に
改
造
す
る
者
で
村
税
を
滞
納
し
て

　
　
　
　
　
　

な
い
方

　
　
　
　
　

②
融
資
金
融
機
関
が
定
め
る
資
格
に
適
合
す

　
　
　
　
　
　

る
方

下
水
道
設
備
工
事
に

融
資
制
度
の
ご
利
用
を

お
申
し
込
み
は
「
工
事
指
定
店
」
へ

下水道排水設備（水洗化）工事のススメ！
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バス運行方面 バス運行日

第１方面
（虫笠、羽太、間の原方面）

４月 12 日㈬ ５月 24 日㈬ ７月 12 日㈬ ８月 23 日㈬ 10 月 11 日㈬ 11 月 22 日㈬
第２方面

（柏野、長坂、米、熊倉方面）

第３方面
（鶴生、真船、追原方面）

４月 26 日㈬ ６月 14 日㈬ ７月 26 日㈬ ９月 13 日㈬ 10 月 25 日㈬ ３月 14 日㈬
第４方面

（折口原、川谷方面）

第５方面
（山下、上新田、下新田、
原中、一の又、芝原方面） ５月 10 日㈬ ６月 28 日㈬ ８ 月 9 日 ㈬ ９月 27 日㈬ 11 月 8 日 ㈬ ３月 28 日㈬

第６方面
（大平、黒川、芝原方面）

バス運行方面 バス運行路線及び時間

第１方面
（虫笠、羽太、間の原方面）

9:10 9:13 9:15 9:20 9:25 9:30 9:35 10:00
真名子公民館前 ………… 牛 窪 ………… 虫笠集落センター前 ………… 上羽太公民館前 ………… 森 商 店 前 ………… 南 バ ス 停 ………… 旧佐藤クリニック前 ………… ………… ………… ちゃぽランド

14:55 14:52 14:50 14:45 14:40 14:35 14:25 14:00

第２方面
（柏野、長坂、米、熊倉方面）

10:30 10:35 10:40 10:43 10:45 10:50 10:55 11:20
柏 野 バ ス 停 ………… 長坂消防詰所前 ………… 小 針 商 店 前 ………… 五反歩交差点 ………… 谷地中バス停 ………… 下熊倉バス停 ………… 熊倉公民館前 ………… ………… ………… ちゃぽランド

16:10 16:05 16:00 15:57 15:55 15:50 15:45 15:20

第３方面
（鶴生、真船、追原方面）

9:10 9:15 9:20 9:30 9:33 9:35 9:40 9:45 10:00
段 の 原 ………… 高 助 バ ス 停 ………… 鶴生上バス停 ………… 真船墓地前交差点 ………… 菊 地 商 店 前 ………… 吉野屋商店前 ………… 追原公民館前 ………… 自 衛 隊 入 口 ………… ちゃぽランド

14:50 14:45 14:40 14:30 14:27 14:25 14:20 14:15 14:00

第４方面
（折口原、川谷方面）

10:30 10:33 10:36 10:40 10:43 10:45 10:55 11:05 11:25
熊倉小学校前 ………… 元森下商店前 ………… コ メ リ 前 ………… 元リカーショップ相馬前 ………… 東高山分譲地前 ………… 折口原駐在所前 ………… 報 徳 組 合 前 ………… 由井ヶ原バス停 ………… ちゃぽランド

16:10 16:07 16:04 16:00 15:57 15:55 15:45 15:35 15:20
第５方面

（山下、上新田、下新田、
原中、一の又、芝原方面）

9:10 9:15 9:20 9:25 9:30 9:35 9:40 9:45 10:00
旧山下消防詰所前 ………… 上新田集会所前 ………… 東邦銀行新白河支店前 ………… 小田倉児童館前 ………… さわや商店前 ………… 西 二 中 前 ………… 一の又公民館前 ………… 芝原公民館前 ………… ちゃぽランド

14:50 14:45 14:40 14:35 14:30 14:25 14:20 14:15 14:00

第６方面
（大平、黒川、芝原方面）

10:30 10:35 10:40 10:45 10:50 10:55 11:00 11:05 11:20
大平石井食堂前 ………… 大清水集会所前 ………… 黒川公民館前 ………… 稗 返 バ ス 停 ………… 柳 沢 バ ス 停 ………… 赤 坂 バ ス 停 ………… 口 無 バ ス 停 ………… 甲子高原駐在所前 ………… ちゃぽランド

16:10 16:05 16:00 15:55 15:50 15:45 15:40 15:35 15:20

上段時間：迎えの時間　下段時間：帰りの時間

健康推進課（高齢者福祉係）

《保健福祉センター内》
☎ 25-3910

高 齢 者 無 料 送 迎
バ ス 予 約 担 当 課

　

ち
ゃ
ぽ
ラ
ン
ド
西
郷
で
は
、
村
内
に
お
住
ま
い
の
満

七
〇
歳
以
上
の
方
々
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
定
休
日

（
毎
週
木
曜
日
）
を
除
く
全
営
業
日
で
「
高
齢
者
無
料

開
放
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
健
康
推
進
課
で

発
行
し
て
い
る
「
高
齢
者
無
料
証
明
書
」
を
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
、
入
湯
税
百
円
の
み
で
利
用
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

健
康
推
進
課
で
は
、
第
２
・
第
４
水
曜
日
に
無
料
送

迎
バ
ス
を
下
記
運
行
表
に
よ
り
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

バ
ス
の
定
員
は
二
十
七
人
で
す
。
電
話
に
よ
る
予
約
先

着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
運
行
前

日
の
正
午
ま
で
に
、
健
康
推
進
課　

高
齢
者
福
祉
係
ま

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

平成 19 年

平成 19 年

平成 18 年度「ちゃぽランド西郷」高齢者無料送迎バス運行表

１日入浴 ５時以降

12 歳以上 600 円 400 円

３歳以上
12 歳未満

300 円 200 円

●入浴利用料金

２時間当たり
８畳 600 円

10 畳 800 円

12 畳 1,000 円

●個室利用料金
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防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機

は
、
村
防
災
行
政
無
線
の
六
十
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
帯
超
短
波
を
屋
内
で
受

信
す
る
も
の
で
す
。
親
局
と
な
る

送
信
所
（
役
場
）
か
ら
の
一
般
放

送
や
緊
急
放
送
が
家
庭
で
受
信
し

て
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
的
確
な
情

報
を
伝
達
す
る
た
め
、
現
在
、
村

内
各
所
に
防
災
行
政
無
線
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
九
基
、
防
災
行
政
無
線

個
別
受
信
機
約
六
千
個
を
村
内
の

　

現
在
、
防
災
行
政
無
線
個
別
受

信
機
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

お
願
い
で
す
。

　

個
別
受
信
機
に
は
、
停
電
時
に

　

個
別
受
信
機
は
、
村
内
に
あ
る

住
宅
で
あ
れ
ば
何
処
に
で
も
取
り

付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

設
置
の
際
は
、
屋
外
に
受
信
感

度
を
良
く
す
る
た
め
に
ダ
イ
ポ
ー

ル
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
設
置
場
所
は
、
電
波
の

受
信
状
況
に
よ
り
場
所
を
決
定
い

各
戸
を
は
じ
め
避
難
所
と
な
る
学

校
や
公
民
館
、
事
業
所
等
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。

　村では、平成 10 年８．27 災害のような災
害時に村民の皆様に警報や避難勧告等の伝達
や、平常時においては、行政サービス向上の推
進を図るべく、広報活動の一環並びに各種団体
の情報伝達等を行うため、全世帯に防災行政無
線の個別受信機設置を推進しています。

　先月号でお知らせしましたとおり、西郷村生活路線バス等運行対策審議会
よりバス見直しについての答申を受け、白河市や福島交通との協議を重ねた結
果、平成 18 年４月１日からバス路線を変更することになりました。

　西郷村バス路線図は、別刷りで各戸に配布しますので、ご利用ください。

　なお、詳細な時刻表については、３月下旬から福島交通白河営業所、村役場、行

政サービスセンター（ジャスコ内）、保健福祉センター、文化センターなどで配布

するほか、福島交通や村のホームぺージでもお知らせします。

《お問い合わせ》

福島交通（株）白河営業所　TEL 23 － 3151

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.fukushima-koutu.co.jp/

西郷村企画調整課　TEL 25 － 2943

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/

平成 18年４月１日から
バス路線が変更になります。

発着駅について
　「追原経由甲子線」は毎日運行で、それ以

外の路線は全て月～金曜日運行（土日祝日と

12/31 ～ 1/3 は運休）となります。

運行日について

　全ての路線について、国道４号と国道 289

号を除く村内の区間が全て「フリー区間」と

なり、停留所以外でも自由に乗降できます。

フリー区間について

新たな路線について
　新たな路線として、「北部循環」と「南部循環」の２路線が運行になります。（下記のとおり）

路線名 運行本数 運行経路

北部循環 右回り・左回り　各１便

新白河駅高原口～ジャスコ前～まきば保育園
～保健福祉センター～後原～西郷村役場～熊
倉～下羽太～羽太グリーンタウン～谷地中～
米村～昭和町～立石～新白河駅高原口

南部循環 右回り・左回り　各１便

新白河駅高原口～ジャスコ前～千本桜入口（大
平）～原中～保健福祉センター～村民体育館
～東高山～西郷村役場入口～西原～南真舟～
立石～新白河駅高原口

た
し
ま
す
。

　

受
信
機
の
取
り
付
け
工
事
は
、
村

指
定
の
業
者
が
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

企
画
調
整
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
防
災
行
政
無
線
の

設
置
に
つ
い
て
疑
問
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

個
別
受
信
機
の
内
臓
電
池

　
　
　
　

交
換
の
お
願
い

も
防
災
行
政
無
線
放
送
を
受
信
す

る
た
め
に
乾
電
池
が
内
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
電
池
は
、
定
期
的

に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
乾
電
池

の
容
量
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

乾
電
池
か
ら
液
漏
れ
し
て
受
信
機

の
基
板
な
ど
を
損
傷
し
て
使
用
不

能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
の
目
安
は
、
個
別

受
信
機
の
本
体
の
右
上
に
ラ
ン
プ

が
三
つ
あ
り
ま
す
。
真
ん
中
の
ラ

ン
プ
が
赤
色
に
点
滅
し
た
ら
、
乾

電
池
を
（
単
二
型
四
本
）
す
べ
て

新
し
い
も
の
と
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。

個別受信機の電池の交換方法

①受信機のアンテナ線と電源コードをはずして作

業しやすいように手元に持ってきてください。

②受信機の右側面にある電源スイッチを下にさげ

電源を切ってください。

③受信機正面に突起している部分を押しながら左

側にずらしてください。

④写真のように正面のパネルが外れます。

⑤電池を取り出し新しい電池 ( 単二型 4 本 ) と交

換してパネルを閉じてください。

⑥元の位置に戻しアンテナ線、電源コードを接続

したら最後に右側面のスイッチを入れてラン

プが緑色に点灯したら完了です。

①

②

③

④

⑤

⑥

個
別
受
信
機
の
設
置

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

災
害
時
の
情
報
手
段

　
　

村
内
全
域
を
カ
バ
ー

防
災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
を　

　
　
　
　

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

　白河駅発着の路線は、「追原経由甲子線」

「原中経由川谷線」「太陽の国線」「原中経由

勝負沢線」の４路線で、新白河駅高原口を経

由します。

　新白河駅高原口発着の路線は、「虫笠線」

「高助線」「追原経由川谷線」「追原経由由井ヶ

原線」「台上経由綱子線」と、新たに運行す

る「北部循環」「南部循環」の合わせて７路

線となります。
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　村民スキー・スノーボード教室がグランディ羽鳥湖スキーリゾー
トで行われました。参加者は、上級、中級、初級のクラスに分かれ、
真っ白なゲレンデにシュプールを描きながら滑りを楽しみました。

　文化財保護デーにちなみ、西郷村歴史民俗資料館で

消防団や周辺住民ら約 60 名が参加し防火訓練が行われ

ました。訓練では、火災発見者が大声で火事を周囲の

人に知らせ、消防署に連絡する通報訓練や資料館から

貴重な資料を持ち出す訓練が行われました。参加者は、

歴史的に貴重な資料を火災から守ろうと真剣に取り組

んでいました。

    

　「家族そして生命」を演題に福島県男女共生セ

ンターの天野和彦先生を講師に招き「心の教育講

演会」が文化センターで行われました。

　最近の児童虐待や少年犯罪から、今家族で何が

変化したのか、そして家族との絆の大切さを講演

しました。参加者は、子どもと心を通わせること

の大切さを改めて実感していました。

　村内保育園や幼稚園で節分の豆まき会が行わ

れました。先生から節分の由来について説明が

あり、その後突然、二匹の鬼が現われました。

子ども達は、鬼をめがけて新聞紙を豆に見立て

て力いっぱい投げつけました。あまりの怖さに

泣いてしまう園児もいましたが、元気なかけ声

で鬼を追い払いました。

　今冬は、例年になく厳しい寒さが続いています

が、村内を流れる阿武隈川沿いの長坂や柏野付近

に、冬の使者白鳥が約 30 羽ほど飛来しているの

を見かけました。白鳥は、美しい鳥の代名詞とし

て、人々に馴染まれており、３月下旬から４月の

初め頃まで羽を休め、餌をついばみ冬を過ごしま

すが、優雅で時折ユーモラスな姿を見せてくれて

います。

　村立西郷幼稚園で日本の文化である茶道と新春

のお茶を楽しんでもらおうと「茶道教室」が開催

されました。

　西郷村茶道会の指導で、礼儀作法やお茶の作

法の手ほどきを受けながら、お菓子とお茶を味わ

い、日本の伝統文化の味と香りを楽しんでいまし

た。
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正
し
い
姿
勢
を
保
つ
に
は
、
上
半
身
を
支
え
て

い
る
腹
筋
、
背
筋
、
首
を
支
え
る
僧
帽
筋
、
姿
勢

を
保
つ
脊
柱
起
立
筋
と
い
う
四
つ
の
筋
肉
が
大
切

で
す
。
こ
の
筋
肉
が
衰
え
て
い
る
と
、
姿
勢
を

保
持
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
日
本
人
に
最
も
多
い

ス
タ
イ
ル
、
背
中
が
丸
ま
っ
て
お
腹
が
出
て
し
ま

う
猫
背
・
出
腹
型
に
な
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
腹
筋
か
ら
鍛
え
て
、
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

シリーズ⑪─
「正しい姿勢を保つ」

○電気の節約・・・長時間使用しない電化製品などは、

主電源を切りましょう。冷暖房の設定温度は、夏は

28℃、冬は 20℃に設定しましょう。

○水道水の節水・・・歯みがき、洗顔など水を使う場

合は、流し放しにしないようにしましょう。

○ガス、灯油などの節約・・・浴槽にはフタをし、保

湿シートによりお湯を冷めにくくしましょう。

○ゴミの減量・・・食材は、無駄なく利用し、生ゴミ

は水をよく切ってから出しましょう。

○リサイクル・・・ゴミを分別し、決められた場所、

資源回収日に出しましょう。

○ゴミの適切な処理・・・冷蔵庫、エアコンなどを廃

棄するときは、専門の回収業者に依頼しましょう。

ダイオキシンの発生を抑えるため、庭などでのゴミ

の焼却はやめましょう。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　

生
涯
学
習
課
・
健
康
推
進
課

毎
日
の
生
活
の
中
で

「まずは家庭のエコライフ」

　

筋
肉
で
あ
る
腹
筋
（
腹
圧
）
の

運
動
を
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
続

け
ま
し
ょ
う
。
運
動
の
仕
方
は

簡
単
、
お
腹
を
押
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
背
骨
と
骨
盤
も
腰
を
回
し
な

が
ら
調
整
し
ま
す
。

　

毎
日
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
努
力
し

ま
し
ょ
う
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

年
齢
は
関
係
有
り
ま
せ
ん
。
継
続

し
て
い
れ
ば
体
は
応
え
て
く
れ
ま

す
。

　

さ
あ
、
腹
筋
（
腹
圧
）
の
強
化

運
動
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

腹
筋
は
、
背
筋
を
伸
ば
す
の
に
必

要
に
な
り
ま
す
。
腹
圧
が
強
く
な

る
と
下
腹
も
ス
ッ
キ
リ

　

お
腹
（
お
へ
そ
）
を
背
骨
の
方

へ
押
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ど
う
で
す
か
、
押
せ
ま
し
た
か
？

押
し
な
が
ら
お
腹
を
引
き
上
げ

ま
す
。
急
に
、
背
筋
が
伸
び
た

と
思
い
ま
せ
ん
か
？
な
れ
な
い

と
、
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
腹
筋
力
で
す
。
腹

筋
力
が
な
い
と
、
な
か
な
か
お
腹

を
押
せ
ま
せ
ん
。
お
腹
を
押
し
た

り
、
出
し
た
り
、
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
強
化
さ
れ
て
き
ま
す
。

　

イ
ス
に
座
る
と
き
、
お
腹
に
力

を
入
れ
て
座
り
ま
す
。
イ
ス
か
ら

立
ち
上
が
る
と
き
、
お
腹
に
力
を

入
れ
て
立
ち
ま
す
。

　

車
を
運
転
中
、
赤
信
号
で
止

ま
っ
た
ら
お
腹
に
力
を
入
れ
背
筋

を
伸
ば
し
ま
す
。

「
住
吉
神
社
」

第
18
回

　

毎
年
六
月
の
第
一
日
曜
日
に
県
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
上
羽
太
天
道
念
仏
踊
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
踊
り
の
最
後
は
神
社
の
前
で
踊
り
を
奉
納
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
奉
納
さ
れ
る
神
社
が
住
吉
神
社
で

す
。
住
吉
神
社
は
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
住
吉
大

明
神
と
あ
り
、
い
つ
の
時
代
に
勧
請
さ
れ
た
の
か
不
明
と

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
書
か
れ

た
『
邑
小
名
屋
舗
改
覚
』
と
い
う
古
文
書
に
は
、
承
応
年

中
（
一
六
五
二
〜
五
五
）
に
、
住
吉
神
社
の
あ
る
と
こ
ろ

に
、
西
郷
村
内
の
各
村
や
大
谷
地
、
根
田
、
新
小
萱
、
泉

田
と
い
っ
た
村
を
組
下
に
し
て
い
た
大
庄
屋
で
あ
る
尾

股
市
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
羽
太
村
は
上
、
下
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
上

羽
太
の
地
域
は
新
田
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
田
が
大
き
く
発
展
を
遂
げ
、
宝
永
四
年
（
一
七
○
七
）

に
上
、
下
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　

住
吉
神
社
に
祀
ら
れ
る
神
様
は
草
を
敷
か
ず
に
苗
代
を

つ
く
る
方
法
を
教
え
た
と
い
う
伝
説
か
ら
農
耕
の
神
様
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
述
『
邑
小
名
屋
舗
改
覚
』
の

冒
頭
に
は
「
上
羽
太
村
以
来
住
吉
神
社
」
と
あ
り
、
上
羽

太
村
が
で
き
た
頃
に
農
耕
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

白
河
地
区
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
で
は
、
冬
山
の
遭
難
事
例
を

基
に
し
た
遭
難
救
助
訓
練
を
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家
周
辺
で
白

河
警
察
署
、
白
河
消
防
署
な
ど
と
協
力
し
て
二
月
十
七
日
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
は
、
福
島
県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
隊
の
搬
送
や
遭
難
者
の
引
き
上
げ
訓
練
の
ほ
か
、
地
上
捜
索
隊

に
よ
る
発
見
や
搬
送
に
つ
い
て
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
山
で
の
遭
難
は
、
遭
難
者
の
場
所
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把

握
し
救
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
寒
さ
な
ど
で
遭
難
者
が
命
を
落
と

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

警
察
と
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
雪
崩
な
ど
に

よ
る
遭
難
者
を
捜
索
す
る
方
法
や
雪
洞
を
掘
り
、
ビ
バ
ー
ク
（
登

山
で
、
野
営
す
る
こ
と
）
の
仕
方
を
実
践
さ
な
が
ら
に
取
り
組

み
、
万
が
一
の
場
合
に
備
え
て
い
ま
し
た
。

冬山の遭難者を救助せよ！

■問合せ　住民生活課生活安全係

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
腹
筋
（
腹
圧
）

が
大
切
で
す
。
腹
筋
を
意
識
し
て

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
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村
民
新
年
会
収
支
決
算
報
告

　

村
民
新
年
会
の
収
支
決
算
を
左
記
の
と

お
り
報
告
し
ま
す
。

●
収
支

　

参
加
費　

７
９
５
、０
０
０
円
（
265
名
）

　

来
賓
寸
志　

１
０
、０
０
０
円
（
２
名
）

　

合
計　
　

８
０
５
、０
０
０
円
（
267
名
）

●
支
出

　

飲
食
費
・
飾
り
花
代
一
式　
　
　
　
　

７
１
９
、５
９
８
円

祝
謡
謝
礼  　
　
　
　

２
０
、０
０
０
円

看
板
代　
　
　
　
　

  
５
０
、４
０
０
円

 

通
信
費
（
切
手
代
）　

１
２
、０
０
０
円

　

名
札
用
紙
代　
　
　
　
　
　

６
２
０
円

合
計　
　
　
　
　

  

８
０
２
、６
１
８
円

※
残
額
２
、３
８
２
円
は
、
西
郷
村
社
会

福
祉
協
議
会
へ
村
民
新
年
会
参
加
者
一
同

と
し
て
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

■
問
合
せ　

総
務
課　
　

　
西
郷
村
人
材
育
成
基
金

〜
事
業
募
集
に
つ
い
て
〜

　
「
西
郷
村
人
材
育
成
基
金
」
は
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
主
体
的
で
、
自
主
的
な
む
ら

づ
く
り
活
動
や
ひ
と
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
助
成
の
対
象
と
な
る
事
業

　

①
個
人
や
団
体
で
地
域
活
性
化
、
教 

　
　

育
、
産
業
、
福
祉
等
の
振
興
の
た
め

　
　

に
自
主
的
な
活
動
を
し
よ
う
と
す
る

　
　

事
業

　

②
そ
の
他
人
材
育
成
の
た
め
に
必
要
と

　
　

認
め
ら
れ
る
事
業

●
助
成
の
額

　

①
の
事
業　

収
益
を
伴
う
場
合
、
経
費

　
　

の
２
分
の
１
以
内
、
収
益
を
伴
わ
な

　
　

い
場
合
は
３
分
の
２
以
内
で
、
い
ず

　
　

れ
も
限
度
額
は
50
万
円
（
３
年
間
を

　
　

限
度
と
す
る
。）

　

②
の
事
業　

必
要
と
認
め
ら
れ
る
額

●
募
集
期
間

　

１
次
募
集　

４
月
末
日
ま
で
に
必
要
書

　
　

類
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

■
問
合
せ　

教
育
委
員
会（
生
涯
学
習
課
）

認
定
農
業
者
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
地
域
農
業
を
担

う
意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
、「
農
業
経
営

改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
村
長
が
認
定
す

る
も
の
で
す
。

●歯科医　休日当番日
  3. 5 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6191
  3.12 鈴 木 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-2029
  3.19 す ず き 歯 科（矢吹町）☎ 44-5555
  3.21 須 藤 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-6460
  3.26 高 久 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-3639

●今月の納税

国民健康保険税（９　期）
介 護 保 険 料（９　期）

3 月 31 日（金）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で

●小児科医　休日当番日（白河地区）
  3. 5 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  3.12 関 根 医 院（白河市）☎ 27-3060
  3.19 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
  3.21 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
  3.26 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　休日当番日（白河地区）
  3. 5 吉 田 外 科 医 院（白河市）☎ 23-4033
  3.12 ありがクリニック（白河市）☎ 21-1311
  3.19 わたなべ内科医院（白河市）☎ 22-1531
  3.21 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333
  3.26 よこむら整形外科クリニック（白河市）☎ 21-1455

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 下  水  道  課 25-2912
住民生活課（住　   　民） 25-1114 会 計 室 25-2934

（生活安全） 25-2197 議 会 事 務 局 25-2980
行政サービスセンター 31-2237 農業委員会事務局 25-2946
健康推進課（保健・国保） 25-1115 西郷村土地改良区 25-1116

（地域福祉・介護保険） 25-3910 学 校 教 育 課 25-2370
在宅介護支援センター 25-5121 学校給食センター 25-1256
商 工 観 光 課 25-2910 生 涯 学 習 課 25-2371
農 政 課 25-1116 水 道 事 業 所 25-2962

建 設 課
25-1117
25-1118 代 表 25-1111

（地域福祉・高齢者福祉・介護保険）

　
　

計
上
が
で
き
ま
す
。

　

④
経
営
診
断
・
研
修
を
受
け
る
こ
と
が

　
　

で
き
ま
す
。

※
『
農
業
経
営
改
善
計
画
』
の
書
き
方
・

　

経
営
方
針
の
内
容
な
ど
は
、
村
、
農
協

　

又
は
県
南
農
林
事
務
所
が
お
手
伝
い
い

　

た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
政
課
（
農
政
振
興
係
）

農
業
政
策
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
19
年
度
か
ら
「
品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
」
が
導
入
さ
れ
、『
新
た
な
経

営
安
定
対
策
』
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
施
策
の
対
象
者
や
交
付

内
容
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

①
対
象
者
が
「
全
農
家
一
律
」
か
ら
「
意

欲
と
能
力
の
あ
る
担
い
手
（
認
定
農
業
者

及
び
一
定
の
集
落
営
農
）」
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
経
営
規
模
が
必
要
で

す
。（
認
定
農
業
者
の
場
合
は
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
、
集
落
営
農
等
の
組
織
は
二
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
）

　

②
「
個
々
の
品
目
の
価
格
に
着
目
し
た

支
援
（「
麦
作
経
営
安
定
資
金
」・「
大
豆

交
付
金
」
等
）」
か
ら
「
経
営
全
体
に
着

目
し
た
支
援
」
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
、『
新
た
な
経
営
安

定
対
策
』
の
加
入
対
象
者
の
確
定
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
対
策
に
加
入
す
る
た
め
に
は
、
速

や
か
に
認
定
農
業
者
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
及
び
原
則
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
経
営

規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ　

農
政
課
（
農
政
振
興
係
）

老
人
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

等
施
術
費
用
助
成
の
申
請
に
つ
い
て

　

老
人
の
健
康
保
持
及
び
福
祉
の
向
上
を

目
的
に
、
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
あ
ん

摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
若
し
く
は
指
圧
、
は

り
又
は
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
る
と
き
に

助
成
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
４
月
以
降
に
70
歳
に
な
ら
れ

た
方
に
つ
い
て
は
、
随
時
申
請
の
受
付
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
利
用
で
き
る
施
術
所
を
指
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
方

　

①
本
村
に
住
所
を
有
す
る
満
70
歳
以
上

　
　

の
方
。

　

②
本
村
に
住
所
を
有
す
る
満
65
歳
以
上

　
　

の
方
で
、
重
度
身
体
障
が
い
者　
　

　
　
（
障
が
い
程
度
が
１
、２
級
）
の
方
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

　

健
康
推
進
課
（
高
齢
者
福
祉
係
）

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
さ
れ
て

　

い
な
い
方
）

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
（
第
八
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
対
象
者　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

●
認
定
の
基
準

　

①
村
が
定
め
た
基
本
構
想
に
適
し
て
い

　
　

る
か
。

　

②
農
用
地
の
効
率
的
・
総
合
的
な
利
用

　
　

に
配
慮
し
て
い
る
か
。

　

③
『
農
業
経
営
改
善
計
画
』
は
達
成
で

　
　

き
る
内
容
か
。

●
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

　

①
農
業
制
度
資
金
の
融
資
を
有
利
な
条

　
　

件
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

②
農
地
利
用
集
積
の
支
援
を
受
け
る
こ

　
　

と
が
で
き
ま
す
。

　

③
機
械
、
施
設
の
減
価
償
却
費
の
割
増

■問合せ　白河社会保険事務所　☎２７－４１６４

保険料納付は、支払いの手間や時間が省

ける「口座振替」が便利です。また、保

険料を「前納」すると割引があります。

保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます。国民年金保険

料を一括して前納すると・・・

現金払いでは、２，９５０円の割引

口座振替では、３，４９０円の割引

となります。（６ヶ月前納も口座振替が有利です。）

口座振替日は４月 30 日（今年は４月 30 日が休日のため５月１日）

です。

なお、既に口座振替で１年度分の前納されている方は、あらためて

届出をしていただく必要はありません。

※口座振替での１年度分の前納は、平成 18 年３月中に社会保険事

務所への事前登録が必要となりますので、お早めにお申し込みくだ

さい。

　通常は、口座をお持ちの金融機関でも手続きが可能ですが、社会

保険事務所へ直接お申し込みいただきますようお願いいたします。

～国民年金保険料のお知らせ～～国民年金保険料のお知らせ～～国民年金保険料のお知らせ～



広報にしごうNo.423 　

　
　

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
19   

　
　
　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

　
　
　

見
込
み
の
者

　
　

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

　
　
　

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
受
験
申
込
書
請
求

　

最
寄
り
の
税
務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事

　

第
二
課
又
は
人
事
院
東
北
事
務
局

●
申
込
期
間　

４
月
３
日
㈪
〜
４
月
14
日
㈮

■
問
合
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

　

☎
０
２
２
｜
２
６
３
｜
１
１
１
１

て
、
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
等
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

　

１
、
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　
　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

　
　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

　

２
、
戦
没
者
等
の
子

　

３
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

　
　

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟

　
　

姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
　

し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
17
年
４

　
　

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が

　
　

変
わ
っ
て
い
る
方
又
は
遺
族
以
外
の

　
　

方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除

　
　

か
れ
ま
す
。）

　

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

　
　

父
母
④
兄
弟
姉
妹

　

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内

　
　

の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

　
　

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

　
　

し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

●
支
給
内
容　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還

　

の
記
名
国
債

●
請
求
期
間　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

■
問
合
せ
・
受
付
先

　

健
康
推
進
課
（
地
域
福
祉
係
）

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
入
居
希
望
者
は
条
件
等
を
確
認
の
う

え
期
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈬

●
入
居
者
抽
選
日　

３
月
20
日
㈪　

10
時

●
募
集
団
地　

西
郷
村
大
字
羽

　

太
字
柿
の
木
下
７
番　

村
営
下
羽
太
団
地

　

一
戸
３
部
屋
（
６
畳
・
4.5
畳
・
３
畳
）

■
問
合
せ　

建
設
課
（
管
理
係
）

税
務
職
員
募
集

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
地
元
の
大
学
に
通

っ
て
い
る
方
、
首
都
圏
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
公
務
員
を
目
指
す
方
な
ど
、
東
北
の
風

土
に
慣
れ
親
し
ん
だ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
募
集
を
行
う
の
は
、
試
験
内
容
が

大
学
卒
業
程
度
の
「
国
税
専
門
官
」
で
す
。

●
受
験
資
格

　

１
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60

　
　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

２
、
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　
　

の
者
で
次
に
揚
げ
る
も
の

　村では平成 13 年度に西郷村地球温暖化対策実施計画を策

定し、村が行う事務や事業・対象となる組織・施設に関して、

温室効果ガス（二酸化炭素）の排出を抑制するなど、環境へ

の負荷の低減、循環型社会の構築及び環境保全に取り組んで

おります。

①計画の期間　平成 12 年度を基準年度とし、計画期間につい

ては、政府の実行計画が５年間となっていることからそれに

準じて５年間に設定しています。

②計画の目標　対象とする温室効果ガスを二酸化炭素とし、

削減目標は福島県の計画に準じて引き続き８％としています。

③平成 16 年度取組状況
項目 H12基準 H16実施値 増加率 目標値

CO2(kg-CO2) 2,192,294.2 1,930,791.7 － 11.9％ － 8％

　今後もさらに積極的な取組を行い、二酸化炭素排出削減に

向け努力していかなければなりません。

　そのためにも、全ての職員が環境保全に向けた意識向上を

図り、職員一人一人の意識を改革し、省資源・省エネルギー、

特に節電と紙使用量の削減、ゴミの減量化・リサイクル等に

努めて行きます。

■問合せ　住民生活課（生活安全係）

西郷村地球温暖化対策

◎
西
郷
村
に
寄
付
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
本
中
央
競
馬
会　

中
西
治
雄
氏

　
（
12
月
16
日
、
小
田
倉
小
学
校
の
教
育

　

振
興
の
た
め
に
）　

　

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
・
三
脚
・
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・

　

チ
ャ
イ
ム
付
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン　

各
一
台



　Ｈ１８．　３．　１

日 月 火 水 木 金 土
1
寿 学 級 閉 講 式
（10:00 アクティブ
センター）

2
英会話教室（19:00
文化センター）

3 4
ふるさと探検隊
（9:00文化センター）

5
火 災 防 御 訓 練
（8:30 羽太グリー
ンタウン・椙山・
上新田地内）
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（10:00
保健福祉センター）

6 7 8
12 ～ 13 ヵ月児健
康相談（9:30 保健
福祉センター）
子育て講座（13:30
保健福祉センター）

9
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（19:00
文化センター）

10
ポリオ予防接種
（13:00 保健福祉セ
ンター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

11

12
合唱クラブ閉講式
（9:00文化センター）

13
村立中学校卒業式
（各村立中学校）

14
個 別 健 康 教 育
（8:30 保健福祉セ
ンター）

15
個 別 健 康 教 育
（8:30 保健福祉セ
ンター）
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 才
児 13:45 保健福祉
センター）

16
英会話教室（19:00
文化センター）

17
村立西郷幼稚園卒
園式（9:00 村立西
郷幼稚園）

18

19
世界の餃子で国際
交流（9:00 那須甲
子少年自然の家）
屋内健康ウォーキ
ン グ 教 室（10:00
保健福祉センター）

20 21春分の日 22
4 ヵ月児健康診査
（13:30 保健福祉セ
ンター）

23
村立小学校卒業式
（各村立小学校）
母子手帳交付・健
康相談（13:00 保
健福祉センター）
英会話教室（19:00
文化センター）

24
村立保育園卒園式
（各村立保育園）
心配ごと特別相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）

25

26 27
行政相談所開設
（13:30文化センター）

28 29
西郷村行政区長会
（10:30 アクティブ
センター）

30 31
村立小中学校教職
員離任式（各小中
学校）

2006 年 3 月
March行事
レカ ンダー

●今月の顔────
６～７ヵ月児健康相談

に来ていた子どもたちです。

★県南地域の主な行事です (NPO 法人カルチャーネットワーク提供）

・3/4 ～ 5　白河寒晒しそば祭り（白河関の森公園 10:00）
・3/5　あそびの学校 小さな土笛「プチオカリナ」（ジャスコ
白河西郷店 13:30）

・3/9　おひざにだっこのおはなしかい（西郷村文化センター 10:30）
・3/11　絵で見るお話会（中山義秀記念文学館 16:00）
・3/12　ふれあい春まつり（表郷多目的研修センター 9:30）

・3/15　定例おはなし会（矢吹町図書館 15:30）
・3/18　白河シネマパラダイス「ALWAYS 三丁目の夕日」
（白河市文化センター 14:00、19:00）
・3/19　古代の横笛コンサート（まほろん 12:30）
・3/26　第 6 回春よ来い恋い踊りた～い（ベイシア白河店
駐車場 10:00）



　

い
と
こ
の
り
な
子
ち
ゃ
ん
の
い
え
に

　

う
さ
ぎ
が
い
ま
す
。

　

な
ま
え
は
「
モ
カ
」

　
「
わ
た
し
は
、
い
つ
で
も

　
　

さ
ん
ぽ
さ
せ
ら
れ
る
か
ら
、

　
　

ま
な
み
ち
ゃ
ん
、

　
　

さ
ん
ぽ
さ
せ
て
み
な
。」

　

り
な
子
ち
ゃ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、

　

モ
カ
の
ひ
も
を
も
ち
ま
し
た
。

　
「
モ
カ
、
は
し
れ
。

　
　

か
ぜ
の
よ
う
に
。

　
　

モ
カ
！
」

　

モ
カ
と

　

わ
た
し
と

　

り
な
子
ち
ゃ
ん
は
、

　

げ
ん
気
い
っ
ぱ
い
は
し
り
ま
し
た
。

担
任
の
佐
川   

敬
先
生
か
ら
一
言

担
任
の
星   

奈
津
美
先
生
か
ら
一
言 

担
任
の
薄
井
洋
子
先
生
か
ら
一
言 

人口と世帯数（2月 1日現在）人口 19,525 人（前月比 -5）男 9,852 人（+1）女 9,673 人（-6）世帯数 6,156 戸（-2）

　

宿
泊
学
習
で
実
施
さ
れ
た
剣
桂
ハ
イ
キ
ン
グ
。

途
中
に
あ
る
草
花
や
こ
ん
虫
、
た
く
さ
ん
の
木
々

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

う
さ
ぎ
の
モ
カ
と
愛
望
さ
ん
。
そ
し
て
、
り
な

子
ち
ゃ
ん
の
３
人
（
？
）
の
楽
し
そ
う
な
散
歩
の

様
子
が
、
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

線
が
と
て
も
美
し
く
書
け
て
い
ま
す
。
優
斗
く

ん
の
元
気
い
っ
ぱ
い
な
姿
が
、
力
強
い
「
は
ね
」

と
「
は
ら
い
」
に
表
れ
て
い
ま
す
ね
。

図
画

詩

書

米
小
学
校
五
年

　
　
　

武

井

峰

飛

米
小
学
校
一
年

　
　
　

鈴

木

愛

望

米
小
学
校
三
年

　
　
　

遠

藤

優

斗

（
村
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。）
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